
The 5th Japanese Association of Veterinary Forensics Annual conference 
21st March. 2026 

第 5 回 日本法獣医学会 学術集会 
 

日時 2026 年 3 月 21 日（土） 

12:00-13:00   総会 

13:00-13:45   基調講演 

14:00-17:00   研究発表 

 

場所 Zoom ウェビナー（申込者に URL を自動で配信） 

   日本獣医生命科学大学（E101） 

 

参加 会員 3000 円、非会員 6000 円 

 

12:00-13:00 総会  

 

座⾧ 田中亜紀（日本獣医生命科学大学） 

13:00-13:45 上田 悠 先生 (ノースキャロライナ州立大学獣医学部准教授、米国救急および集中医療

専門医）「救急医療現場と動物虐待」（オンライン） 

 

14:00-17:00 研究発表 

座⾧ 梅谷綾子（千葉県） 

14:00-14:15 犬の咬傷事件において、明らかな痕跡のない被害者衣服の DNA 鑑定により加害犬

を特定した一例 

上田 怜奈（日本獣医生命科学大学 野生動物学教室疫学班） 

 

14:15-14:30 猫核ゲノムの量と質を定量するための qPCR 法の開発 

市川 世識（北海道大学・獣医学研究院・法獣医学分野） 

 

14:30-14:45 エチレングリコール中毒が疑われた猫の不審死体を対象とした解剖検査および組織検

査の中毒診断の有用性 

藤田 陶子（日本獣医生命科学大・野生動物学研究室疫学班） 

 

座⾧ 川本恵子（麻布大学） 

14:45-15:00  Forensic Investigation of Methomyl-Related Animal Poisoning in 

Japan by LC-Q-TOF/MS and LC-MS/MS 

Yared Beyene Yohannes（北海道大学・獣医学研究院・法獣医学分野） 

 

15:00-15:15 日本国内における動物保護活動の実態調査 

古澤 純（日本獣医生命科学大学 獣医野生動物学研究室疫学分野） 
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15:15-15:30 休憩 

 

座⾧ 中村進一（岡山理科大学） 

15:30-15:45 同一の被疑者により連続的に発生した動物虐待事例のうち、性的虐待が疑われた

３例の報告 

大森 美月（日本獣医生命科学大学 野生動物学教室疫学班） 

 

15:45-16:00 野生下ウサギの暴行集団死事例における法獣医学的解析 

山岸 由季(岡山理大) 

 

16:00-16:15 野犬のレプトスピラ感染状況に基づく感染対策の検討 

及能和輝 （山口大学・獣医微生） 

 

座⾧ 内田和幸（東京大学） 

16:15-16:30 埼玉県の里山で起こった野生動物の不審死５症例ー傷病野生鳥獣救護の現場か

ら考える法獣医学 

小山 正人（NPO 法人野生動物救護獣医師協会） 

 

16:30-16:45 本邦の野生動物の不審死体における法獣医学的な実態調査 

高橋 瑞穂（日本獣医生命科学大学野生動物学研究室疫学分野） 

 

16:45-17:00 ツシマヤマネコにおける死後画像検査と病理解剖の対比 

中村 進一（岡山理科大・獣医） 

 

 

17:00 閉会 内田和幸（東京大学） 
 


